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2. 本年度 WG 会合開催実績 
（１）第１回：平成 18 年 6 月 20 日 
（２）第２回：平成 18 年 12 月 18 日 
   
3. 活動目的 
宇宙環境を利用し高機能の炭素系薄膜お
よび微粒子を合成するＷＧを立ち上げた。 
構成員およびそれぞれの分担研究課題は、
高木喜樹（代表者）：「ダイヤモンド薄膜合

成」、阿部宜之「炭素系材料の合成」、薄葉
州：「擬似微小重力場を利用した新規気相
合成プロセスの開発」、稲富裕光：「可視化
実験および微小重力実験支援」、鈴木正昭、
森伸介：「プラズマ物理および数値流体力
学解析」、須田吉久、清水修「炭素材料の
産業界でのニーズ調査および炭素材料素
材の最適化」である。 
 
4. 活動内容 
高木はダイヤモンド気相合成特に、超短時
間合成方法の確立および微小重力環境へ
の応用のために宇宙実験用短時間ダイヤ
モンド合成装置の開発を行なっている。 
阿部は過重力環境を利用して、自然対流の
積極的促進、圧力・温度・質量勾配の人為
的制御のもとで、炭素系材料をはじめとし
た気相合成を実施し、通常重力環境で得る
ことが困難な特異な材料の創成を試みて
いる。 
薄葉は遠心力とコリオリ力を利用して自
然対流の発生を抑制する擬似微小重力環
境の発生手法を、炭素系クラスターやダイ
ヤモンド等の気相合成法に適用し、希少炭
素クラスター物質の高効率合成やダイヤ
モンド薄膜の組織制御を目指した新規な
気相合成プロセスの開発を行なっている。 
稲富は反応容器内の環境を主に干渉計、分
光器など光学的計測手段を用いて可視化
することで、反応の素過程の理解に必要な
パラメータの数値化を行なっている。また、
上記の宇宙実験用短時間ダイヤモンド合
成装置の開発に向けて技術的検討を行う。 
鈴木と森は化学反応を伴うコンピュータ
シュミレーションの手法を用いて反応の
素過程をふくめた高機能材料の気相合成
を解析している。 
須田と清水はグラファイトを中心とする
様々な炭素材料開発の技術、経験、知識を
高機能炭素材料合成に応用する支援を行
っている。 
上記の様にそれぞれの得意とする研究分



 

野、実験手法を持ち寄って共同研究を推進
している。 
 
 会合での議論内容や研究により得られ
た結果 
本年度第１回の研究会を 2006 年 6 月 20 日
（火）に東京工業大学に代表者、分担者が
集まって開催した。当日は、本年度の各研
究者の分担研究および相互の共同研究の
計画を論議した。また同年 12 月 18 日（月）
に日本宇宙フォーラム会議室において今
年度の研究進捗状況の報告を行い、将来の
ＷＧ計画などを討議した。そこで報告され
た各共同研究の内容を次の５．成果で簡潔
に紹介する。 
 
5. 成果 
阿部ー高木共同研究：過重力環境を利用し
て、自然対流の積極的促進、圧力・温度・
質量勾配の人為的制御のもとで、炭素系材
料をはじめとした気相合成を実施し、通常
重力環境で得ることが困難な特異な材料
の創成を試みている。本研究で用いる反応
装置を過重力装置に組み込むとともに
OES (Optical Emission Spectroscopy)を用い
て気相種の解析に取り組んでいる。 
薄葉ー高木共同研究：遠心力とコリオリ力
を利用して自然対流の発生を抑制する擬
似微小重力環境の発生手法を、炭素系クラ
スターやダイヤモンド等の気相合成法に
適用し、希少炭素クラスター物質の高効率
合成やダイヤモンド薄膜の組織制御を目
指した新規な気相合成プロセスの開発を
行う。上記の合成装置を擬似微小重力装置
に組み込むための装置改造を行っている。 
稲富ー高木共同研究：反応容器内の環境を
干渉計、分光器などの光学的計測手段を用
いて可視化することで、反応の素過程の理
解に必要なパラメータの数値化を行う。宇
宙実験用短時間ダイヤモンド合成装置の
開発に向けて技術的検討を行う。本年度は
手始めとして高周波浮遊法を用いた Si 融
液の密度測定を行った。 
鈴木ー高木共同研究：本年度から研究分担
者に加わったため本格的な共同研究は来
年度から実施する方向で情報交換を行っ
ている。 
三菱鉛筆：本研究に参加する以前から新規

の炭素材料開発を実施し本研究を支えて
きたが、本年度より本格的に研究支援、情
報交換、研究論議に参加している。 
高木研では従来の超短時間合成装置を用
いてダイヤモンド合成時の前駆体探索を
行っている。 
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